
鹿児島県公立高校入試徹底分析【国語】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問５題構成。漢字（行書の知識を含む）・論説文・古文・小説文・作文。 

１は漢字（行書の知識）14点。漢字６問と総画数の問題１問。大問の正答率は80.6％ 

２は論説文26点。出典（「問う方法・考える方法 『探究型の学習』のために」河野哲也）。記述式は６５字以内

のものが１問。大問の正答率は56.2% 

３は古文18点。出典『日本永代蔵』。記述式は１５字以内のものが２問。大問の正答率は66.9％ 

４は小説文２３点。出典（『櫓太鼓がきこえる』鈴村ふみ）。記述式は５０字以内が１問と２５字以内が１問。大問

の正答率は65.7％ 

５は作文9点。８行１６０字。私たちが住む地域の自然・歴史・文化において未来に残していきたいもの、そし

て問題点について書くもの。大問の正答率は53.2％ 
 

 令和4年度(2022) 令和３年度(2021) 令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 平成30年度(2018) 

問題量（Ａ4で） 7ページ分 7ページ分 7ページ分 7ページ分 7ページ分 

小問数 26問 26問 26問 26問 26問 

論述問題の数 ６問 7問 6問 7問 6問 

論述問題配点 33点 39点 35点 38点 37点 

受験者平均点 57.8点 50.4点 55.1点 44.7点 49.1点 

 

【出題の傾向と対策】 

① １の漢字の知識に関して、行書における総画数や筆順、行書の特徴などを問う問題が出題されるた

め、行書においての点画の連続、省略といった書き方を確認していかなければならない。 

 

 

 

 

 

 
 

② ２の論説文に関して、長文の記述が出題される。問題文中にある表現を抜き出しつなげるだけでな

く、文章を読み取って理解した内容を自分の言葉で分かりやすく表現する力が問われる。また、説明文

の最後の記号問題では、文章全体の内容把握が必要になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R４ １  

２ 次の行書で書かれた漢字を楷書で書いたときの総画数を答えよ。 

① 総画数の問題はR3・R2・H30・H28にも出題されている。 
説明や筆順の問題よりも正答率は高い。 

R４ ２  

４     線部③「哲学の問いがなければ、さまざまな知識は扇の要を失ってしまう」とあるが、これはどういうこ

とか。次の「扇の要」の説明を参考にして、「自分がどう生きるのかを問わなければ」に続く形で六十五

字以内で説明せよ。 

扇の要…扇の根元にある軸のこと。外れるとばらばらになってしまう。転じて、物事の大事な部分の意。 

５ 次のア～エは、四人の中学生が、将来の夢を実現するために考えたものである。
  

線部「横断的・総合的であ

る」ということの例として最も適当なものを次から選び、記号で答えよ。 

 ア プロゴルファーになるために、ゴルフの技術と栄養学を学ぶ。 

 イ 高校の国語教師になるために、文法と日本の古典文学を学ぶ。 

 ウ 漫画家になるために、人気漫画の人物と風景の描き方を学ぶ。 

 エ 世界的なオペラ歌手になるために、発声と曲想の表現を学ぶ。 

② 設問を確認したうえでまとめる。今年度は特に資料の説明を参考にまとめる問題が
出題された。長文記述問題の正答率が15.3%で難易度は高い。 

 

② 文章全体の内容を把握することも
あり、正答率が49.8％と他の記号
問題よりも難易度が高い。 

 



R４ ３  

４ 次は、本文をもとに話し合っている先生と生徒の会話である。 Ⅰ ～ Ⅲ に適当な言葉を補って会話を完 

成させよ。ただし(中略) Ⅱ ・ Ⅲ にはそれぞれ十五字以内でふさわしい内容を考えて現代語で答えること。 

生徒Ｂ「はい。かの男が Ⅱ 様子からわかります。」 

（中略） 

生徒Ａ「……もしかして、地面の下には最初から銭はなかったのではないかな。 

本当の目的は、かの男に Ⅲ ということを身をもってわからせたかったんだよ。」 

③ ３の古文に関して、先生と生徒の会話文の空欄補充問題が出題されるため、読み取ったことを自分

の言葉で的確に表現する力が必要になる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

④ ４の小説文に関して、昨年度まで説明文で出題されていた文法の問題が出題された。品詞分類や識

別、用言などさまざまな文法の問題の解き方を確認していかなければならない。また、主人公の気持ち

や行動の理由を問う問題が出題されるため、登場人物の行動から心情を読み取り、状況をおさえていく

練習が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ５の作文に関して、近年資料読み取りの問題が出題されるため、資料を読み取る速さ、自分の意見

などをまとめる力が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
解答  

R４ 。 １ ２ 十四（画）   

   ２ ４（例）（自分がどう生きるかを問わなければ、）学校で学べるさまざまな知識どうしをうまく結びつけることができず、学ん 

だ知識を自分の人生や生き方に役立てることもできないということ。   ５ ア 

   ３ ４Ⅱ（例）諸肌を脱いで汗水を流している  Ⅲ（例）一文稼ぐことがどれほど大変か 

   ４ １ エ 

     ５（例）篤は、ずっと目標としてきた直之さんから、この一年の努力や成長を認められたことで自信が芽生えたから。 

５ （例）私は大島紬を未来に残していきたいと思う。しかし、大島紬は高価であり、なかなか身近で触れる機会がなく、興味を 

持ち引き継いでいきたいと考える人が減ってしまう問題があると思う。 

そのため、私は大島紬をより多くの人に知ってもらうため学校の文化祭等で掲示をし、魅力を発表していきたいと思う。 

③ 注意事項にもチェックをして答えをだす。 

R４ ４  

１   線部ア～エの中から、働きと意味が他と異なるものを 

一つ選び、記号で答えよ。 

 ア 言い当てられ、       イ 褒められてる   

ウ 今しがたかけられた言葉   エ 「兄弟子」らしくいられる 

５   線部④「それでも、もう不安に思わなかった」とあるが、それはなぜか。五十字以内で説明せよ。 

R４ ５ 「自然や文化など先人が残してくれたものを引き継ぐために私たちは何をするべきか」をテーマに、国語

の授業で話し合いをしました。(中略)あとの(１)～(６)の条件に従って、作文を書きなさい。 
 

Ｃさん 私たちが住む地域には過去から現在へと引き継がれてきたすばらしい自然・歴史・文化がたくさんありま

す。それらの財産を未来に残していくために、私たちができることを考えていきましょう。 
 

条件 (１) Ｃさんの提案を踏まえて書くこと。 

(２) 二段落で構成すること。 

(３) 第一段落には、あなたが未来に残したいと思う具体的なものをあげ、 

それを引き継いでいく際に想定される問題を書くこと。 

(４) 第二段階には、第一段落であげた問題を解決するためにあなたが取り 

組みたいことを具体的に書くこと。 

(５) 六行以上八行以下で書くこと。 

(６) 原稿用紙の正しい使い方に従って、文字、仮名遣いも正確に書くこと。 

④ 助動詞の識別の問題はここ近年では出題さ
れていなかった。昨年度の助詞に続き、２年
前までの品詞の識別に比べると正答率は高
く、78.6％となっている。 

⑤ H30より作文が別の大
問になっていて、資料読み
取りがある。その年より難
易度が高くなっている。 

④ 主人公の年齢は例年10代であり、受験生には読みやすい文章になっている。 
記述問題は長文記述があり、正答率において今年度は37.0％と毎年難易度が高くなっている。 



鹿児島県公立高校入試徹底分析【数学】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問数は５問。小問は29問。時間は50分である。出題パターンは，以下の通り。 

大問 １ は計算・小問集合，大問 ２ は小問集合，大問 ３ は関数，大問 ４ は平面図形， 

大問 ５ は文字式とその応用 

大問 ５ は，会話を含めた文字式の問題になっていた。文章の意味をとらえながら文字で表現する

力が求められる問題であった。大問のうち一つは今後も出題形式が変化することが予想される。 
 

 令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 平成30年度(2018) 

問題量（Ａ4で） ７ページ分 ７ページ分 8ページ分 7ページ分 6ページ分 

小問数 29問 29問 29問 31問 28問 

作図問題の数 1問 1問 1問 1問 1問 

論述問題の数 4問 4問 4問 5問 6問 

論述問題配点 16点 17点 18点 24点 29点 

受験者平均点 39.0点 47.3点 42.3点 38.2点 45.2点 

 

【出題の傾向と対策】 

① 大問 １ の小問では，計算問題は3題，小問集合6題で難易度・量ともに例年ほぼ同じである。最

初の問題は小学校の範囲で解ける計算問題が毎年続いて出題されている。難易度は高くないので，

あせらず正確に解くようにしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大問 １ の小問では，資料を利用した割合に関する問題が多く出題されている。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 １１ 

(1) 584   を計算せよ。 

(2) 
3

7

9

7

2

1
  を計算せよ。 

(3) ))(( 2626   を計算せよ。 

 

2022 １５ 

表は，1964 年と 2021 年に開催された東京オリンピックに参加した選手数と，そのうちの女性の選手数の割

合をそれぞれ示したものである。2021年の女性の選手数は，1964年の女性の選手数の約何倍か。最も適当なも

のを下のア～エの中から1つ選び，記号で答えよ。 

      表 

  選手数 女性の選手数の割合 

1964年 5151人 約13％ 

2021年 11092人 約49％ 

(国際オリンピック委員会のウェブサイトをもとに作成) 

ア 約2倍   イ 約4倍   ウ 約8倍   エ 約12倍 

 

 

 

① 計算問題3問は必ず取れるように練習すること。 

 

② 小学校範囲の割合を利用した問題が頻出！ 

※計算は， 486505500550050110006501305000 .,.,.   

のように概数を利用して計算する方法もある。 

（この問題の選択肢の数が大きく離れているため。） 



③大問 ２ (例年は大問３)では，資料の活用は語句のチェックから行う。度数分布表やヒストグラムの

資料から，代表値(平均値，中央値，最頻値)や相対度数などを，求めさせる問題の出題が多い。 
 

 

   表は，Ａ市の中学生1200人の中から100人を無作為に抽出し，あ

る日のタブレット型端末を用いた学習時間についての調査結果を度

数分布表に整理したものである。次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

 

  (1) 表から，Ａ市の中学生1200人における学習時間が60分以上の 

生徒の人数は約何人と推定できるか。 

 

  (2) 表から得られた平均値が54分であるとき，x， y の値を求めよ。 

ただし，方程式と計算過程も書くこと。 

 

 

 

  

 

④ 大問 ４ では，平面図形は三角形の相似を利用したり，三平方の定理を用いる問題が多い。過去は円

と三角形を組み合わせた問題の出題が多かったので徹底練習すること。 

 

 
   右の図のように，正三角形ＡＢＣの辺ＢＣ上に，ＤＢ＝12cm，ＤＣ＝6cm 

となる点Ｄがある。また，辺ＡＢ上に△ＥＢＤが正三角形となるように点Ｅを 

とり，辺ＡＣ上に△ＦＤＣが正三角形となるように点Ｆをとる。線分ＢＦと 

線分ＥＤ，ＥＣの交点をそれぞれＧ，Ｈとするとき，次の１～５の問いに答え 

なさい。 

 

 ４ 線分ＢＦの長さは何 cmか。 

 

５ △ＢＤＧの面積は，△ＥＨＧの面積の何倍か。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 
 

 

 

 

 

③ 中央値・平均値など定番の問題で確実に点を取ること。 

(2)は平均値を利用した連立方程式の記述問題になって 

いる。 

解答 2022 １１(1) 27   

(2) 
6

5
   

(3) 4      

2022 １５ ウ 

2022 ２４ 

(1) (約)480(人)   

  

2022  ４４ 76 (cm)  

５ 
4

7
(倍) 

④ 三角定規の辺の比を利用して辺の長さや面積を求める問題などが頻出！今年度は円が大問とし

て出題されなかったが，円周角を利用して考える問題も頻出！しっかりと練習を積んでおこう。 

階級(分) 度数(人) 
以上     未満  

 0 ～  20 8 

20 ～  40 x  

40 ～  60 y  

60 ～  80 27 

80 ～ 100 13 

計 100 

 

表 

2022 ２４ 

 

 

Ｃ Ｄ 

Ｆ 

Ｅ 

Ｇ 

Ｈ 

Ａ 

Ｂ 

2022 ２４(2) (解答例) 
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，　　(答)　

　　　　　　　　　　

⑤を③に代入して，

⑤　　　　

　　　　

　　

　　　

④より③

④②から　　

③①から　

②

①











 

2022 ４  

 



鹿児島県公立高校入試徹底分析【社会】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問３題。地理・歴史・公民の分野ごとに大問各１題ずつ。各分野，ほぼ均等に配点されている。 

2015年から，思考型の論述問題が，中問Ⅲとして独立した状態で出題されている。 

１ 地理分野（31点） 

Ⅰ 世界地理（14点）   Ⅱ 日本地理（13点）   Ⅲ 思考型論述問題（4点） 

２ 歴史分野（31点） 

Ⅰ 古代～近世（13点）  Ⅱ 近代～現代（15点）  Ⅲ 思考型論述問題（３点） 

３ 公民分野（26点） 

 Ⅰ 政治分野（13点）   Ⅱ 経済分野（11点）   Ⅲ 思考型論述問題（4点） 
 

 令和４年度（2022） 令和３年度（2021） 令和２年度（2020） 平成31年（2019） 平成30年（2018） 

問題量（A４で） 6ページ分 6ページ分 6ページ分 6ページ分 6ページ分 

小問数 43問 40問 41問 41問 41問 

論述問題の数 9問 10問 13問 1５問 1６問 

論述問題配点 21点 26点 33点 37点 40点 

受験者平均点 53.1点 51.2点 48.4点 45.8点 49.6点 

【出題の傾向と対策】 

① 各分野，基本的な問題が多数出題される。社会の語句は，内容まで理解しておくとよい。 

 

 

 

 

 

② 中問Ⅲの思考型問題では，図・表などの資料を参考に，それらを活用する問題が出題される。特に近

年は，「選択させ，そう判断した理由」を論述させる問題が出題されている。問題文をしっかり読み

取り，論理的に考え，解答する練習が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｒ４ １ Ⅱ 

２ 略地図中のあで示した火山のある地域には，火山の大規模な噴火にともな

って形成された大きなくぼ地がみられる。このような地形を何というか。 

① 基本的な内容を問う問題

が多い。確実に得点でき

るようにしよう。 

Ｒ４ １ Ⅲ 

 資料のＸ，Ｙの円グラフは，千葉県で特に貿易額の多い成田国際空港と千葉港の輸入総額に占める輸入上位

５品目とその割合をまとめたものである。成田国際空港に該当するものはＸ，Ｙのどちらか。また，そのよう

に判断した理由を航空輸送の特徴をふまえて書け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＸとＹを比較し，航空輸送品目が
「小さく・軽く・高価」であると
いう特徴を読み取り，Ｘが成田国
際空港であることを判断する。資
料の詳細な読み取りから判断し，
理由を論述するという思考力・表
現力が必要な問題である。鹿児島
県はこのような出題が多くなって
いるため，類似問題で訓練を重ね
ておこう。 



③ 歴史分野は，並べ替えの問題や時代判別問題がほぼ毎年出題される。年号やできごとの順をしっか

り覚えておくとともに，時代ごとに内容を整理して覚えておくとよい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 公民分野は，資料が表記された問題が多く出題されるので，資料を活用して考察する力が必要に 

なる。特に知識を活用する内容が多い傾向あるので，整理して理解しておくとよい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑤ 論述問題は，例年，指定語句・字数指定・穴埋め形式があるので，一つ一つ確認して論述すること。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ４ ３ Ⅰ 

６ ⓔ（裁判所・司法権）に関して，資料はある地方裁判所の法廷のようすを模式的に示したものである。この法

廷で行われる裁判について述べた文として最も適当なものはどれか。 

 ア お金の貸し借りなどの個人と個人の間の争いを解決する。 

 イ 国民の中から選ばれた裁判員が参加する場合がある。 

 ウ 和解の成立によって裁判が途中で終わることがある。 

 エ 被害者が法廷に入り被告人に直接質問することはない。 

解答  

Ｒ４１ Ⅱ ２ カルデラ 

     Ⅲ 記号：Ｙ  理由：（例）航空機で輸送するのに適した，比較的重量が軽い品目がみられるから。 

Ｒ４２ Ⅱ ６ イ 

Ｒ４３ Ⅰ ６ イ 

Ｒ４３ Ⅲ 〔スーパーマーケットは，〕（例）：予約販売することによって，事前に販売する商品の数を把握し，

廃棄される食品を減らすことができるから。 

Ｒ４ ２ Ⅱ 

６ Ｃ（1951年サンフランシスコ平和条約）以降におこったできごとを，

次のア～エから三つ選び，年代の古い順に並べよ。 

 ア 石油危機の影響で物価が上昇し，トイレットペーパー売り場に買い物客が殺到した。 

 イ 満20歳以上の男女による初めての衆議院議員総選挙が行われ，女性議員が誕生した。 

 ウ 男女雇用機会均等法が施行され，雇用における男女間の格差の是正がはかられた。 

 エ アジア最初のオリンピックが東京で開催され，女性選手の活躍が話題となった。 

④ 資料の「検察官」・「被告人」から、刑事裁判の法廷
であることを読み取る。その上で，選択肢を一つ一つ
知識を使って精査していく必要がある。 

 

Ｒ４ ３ Ⅲ 

資料１は，持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の一つを示したものである。この目標に関して，中学生のしのぶさん

は，まだ食べられるのに廃棄される食品が大量にあるという問題に関心をもった。そこで，しのぶさんは自宅の近く

のスーパーマーケットに行き，この問題の解決への取り組みについて調べたり話を聞いたりした。資料２は，その際

にしのぶさんが収集した資料である。資料２の取り組みが，この問題の解決につながるのはなぜか，解答欄の書き出

しのことばに続けて，40字以上50字以内で説明せよ。ただし，書き出しのことばは字数に含めないこととする。 

 

 

③ ア：1973年，イ：1946年，
ウ：1985年，エ：1964年。 

⑤ 資料２の「予約販売」することで，「食品ロス
の削減になる」ことを発想しなければ論述でき
ない。資料の正確な読み取りだけではなく，高
度な思考力が必要である。また，字数指定のた
め，要約力も必要になる。 



鹿児島県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問は5題で，小問は35～40問程度である。大問１は小問集合，大問２～５は物理・化学・

生物・地学分野からそれぞれまんべんなく出題され、ほぼ均等配点になっている。解答形式は記

述・選択併用で，実験・観察を中心とした基本的な問題が全範囲から出題されている。出題方法

の変更点として，恒例化していた会話文の問題が出題されていない。 
 

 令和４年度(2022) 令和３年度(2021) 令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 平成30年度(2018) 

問題量(Ａ4で) 7ページ分 7ページ分 7ページ分 7ページ分 ７ページ分 

小問数 40問 40問 40問 38問 39問 

論述問題の数 ４問 8問 8問 6問 3問 

論述問題配点 10点 16点 18点 15点 8点 

作図問題の数 3問 3問 2問 1問 2問 

作図問題配点 6点 8点 6点 3点 5点 

※受験者平均点 53.9点 47.5点 43.0点 46.5点 50.6点 

（受験者平均点：鹿児島県教育委員会公開資料より） 

【出題の傾向と対策】 

① 実験における注意事項について学校の教科書を使い，知識の確認をする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この他に，酸化銅を還元する実験で，実験後ピンチコックでゴム管をとじる理由（令和３年度），だ液を入れた試験管

をあたためたお湯に入れる理由（令和２年度），蒸散の実験で，水面を油でおおう理由（平成 31 年度）露点を探す実験

で，金属製のコップを使用する理由（平成30度）などが出題されている。 

 

② 化学式・化学反応式はほぼ毎年出題されているため，確実に暗記しておく必要がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 この他に，水素イオンと水酸化物イオンの反応（令和３年度），水酸化ナトリウムの電離するようす（令和２年度），硫

酸と水酸化バリウム水溶液の化学反応（平成31年度），塩酸と水酸化ナトリウム水溶液の中和反応（平成30年度）など

が出題されている。 

Ｒ４ ５Ⅱ２（一部問題文を変更） 

装置の枝つきフラスコに温度計を正しく取りつけた図はどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ ５Ⅰ４（一部問題文を変更） 

塩酸（塩化水素の水溶液）に電流を流すと，陰極，陽極の両方で気体が発生した。この化学変化を化学反

応式で表せ。 

 

 

 

 

① 実験における注意事項の問題は，過去の入試問題にも出題されている。実験の目的・結果だけでなく，実
験に使う器具や注意事項についても把握しておくことが重要である。 

② 中２・３で履修する化学式・化学反応式は過去の入試問題にも出題されているため，教科書に登場する化
学式・化学反応式は必ず覚える必要がある。 



③ 作図問題が毎年出題されている。テキストや模試で解き方を練習する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

④ グラフや表に基づき，答えを導き出す練習が必要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ ５Ⅱ４（一部問題文を変更） 

  エタノールの質量パーセント濃度が 60％以上になると，危険

物として扱われる。図は 25℃における水とエタノールの混合物

にふくまれるエタノールの質量パーセント濃度とその混合物の

密度との関係を表したグラフである。試験管Ａ～Ｅのうち，エタ

ノールの質量パーセント濃度が 60％以上のものをすべて選べ。 
  表 

   
 

 

 

 

 

 

④ グラフや表の数字を整理する能力，実験操作の意味を理解する能力を鍛える必要がある。この問題では，
図のグラフのデータをもとに，実験の結果から得られたデータと照らし合わせる必要がある。各条
件を考える必要があるため，論理的な思考が必要である。 

解答 R４ ５Ⅱ２ ア 
   R４ ５Ⅰ４ ２ＨＣｌ→Ｈ２＋Ｃｌ２[完答] 

   R４ ５Ⅰ３ 図１参照 

   R４ ４Ⅰ２（2）図２参照[完答] 

   R４ ５Ⅱ４ Ａ，Ｂ[完答] 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ ５Ⅰ３(問題文一部変更) 

塩化銅水溶液に電流を流した時間と水溶液の中の塩化物イオンの数

の関係を破線（---）で表したとき，電流を流した時間と水溶液の中の

銅イオンの数の関係はどのようになるか。解答欄の図に実線（―）でか

け。 

 

Ｒ４ ４Ⅰ２（2）（問題文一部変更) 

 「小さくこきざみなゆれ」と「大きなゆれ」を伝えた二つの地震の波につ

いて，ゆれが始まった時刻と震源距離との関係を表したグラフをそれぞれ

かけ。ただし，表から得られる値を「・」で示すこと。 

③ 作図問題は今回の問題のように「条件」がある問題が多くある。「条件」を守って作図問題を解く練習をする
必要がある。 

図１ 図２ 



 

鹿児島県公立高校入試徹底分析【英語】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問４題。大問１がリスニング・大問２が対話文 3 題＋英作文 1 題（対話文の中の一つは英作文問

題になっている）・大問３が内容把握３題・大問４が長文１題。 

リスニングは２５点。大問２が２３点。大問３が１７点。大問４が２５点。 

 
 2022 年度 2021 年度  2020 年度  2019 年度 2018 年度 

問題量（Ａ4 で） ６ページ分 ６ページ分 ６ページ分 ６ページ分 ６ページ分 

小問数 30 問 31 問 3３問 32 問 31 問 

論述問題の数 10 問 ９問 10 問 11 問 11 問 

論述問題配点 36 点 3０点 36 点 42 点 42 点 

受験者平均点 39.6 点 52.1 点 47.5 点 46.2 点 44.0 点 
        
【出題の傾向と対策】 

① リスニングは、放送される内容に沿って絵を選んだり、並び替えたりする問題、語句の書き取り問題、英

作文と幅広く出題される。英作文は、４点と配点も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  
② 自由英作文では、与えられた条件を満たす英文を書く問題が出題されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 本文中の一部が空欄になっており、そこに適切な英文を書かせる問題。その他の設問に関しては選択 

2022 １ リスニング 

 ４ 放送の内容の順番に沿って絵や資料を並び変える問題 

 

 

リスニングの放送

内容をきちんと聞

き取り、イラスト

を並び替える問

題。 

 

Here is the weather for next week.  Tomorrow, Monday will be rainy.  You’ll 

need an umbrella the next day too, because it will rain a lot.  From 

Wednesday to Friday, it will be perfect for going out.  You can go on a picnic 

on those days if you like.  On the weekend, the wind will be very strong.  You 

have to be careful if you wear a hat.  I hope you will have a good week. 

2022 ２ 自由英作文 

４ 条件に沿って，25～35語程度の英語を書く問題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件を満たす内容を、自分の知っている表現

で書いていく。さまざまな英語表現を使える

ように練習しておくことが大切。 



③ 本文中の一部が空欄になっており、そこに適切な英文を書かせる問題。その他の設問に関しては選択肢問

題が多いので、確実に得点したい大問。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 長文問題は、話の流れをきちんと押さえておくことが大事。長文問題の最後に出される英作文も本文の流

れに基づいて答える必要がある。普段から長文に慣れ親しむことが必須。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

2022 ３ Ⅰ 適文補充問題の一部抜粋 

 

 

 

 

                

Look at this picture.  People there started to protect them.  They put this sign in some places on 

the islands.  It means, “Car drivers must   here.”  It is very important for all of us to do 

something for them.  
 

本文中に表示されている飛び出し注意の看板から英作文

を作り出す。表現力を問われる問題。 

 

2 本文の内容に合うように     に適切な英語を補って英文を完成させよ。 

 

 

単に日本語を英語に置き換える問題等の訓練だけをするのではなく、図や絵を見

て英作文を書く練習や、いろいろな状況下において、どの英語を使えば最適なの

かを普段から練習しておく必要がある。他にも大問３では、グラフや図表を見て

答える問題が出題されている。記号問題が多いにも関わらず、正答率の低い大問

になっている。 

2022 ４長文総合問題の一部抜粋 

４段落目で母親が悲しそうであった理由について英問英答の問題。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本文中で太字にしている部分が解答を導くための場所。 

 

 One morning, her mother looked sad and said, “We don’t have enough time to talk with each other, 

do we?”  Sarah didn’t think it was a big problem because she thought it would be the same for other 

junior high school students.  But later ①she remembered her mother’s sad face again and again. 

2 下線部①に関して, 次の質問に合うように英語で書け。 

  Why did her mother look sad when she talked to Sarah? 

下線部①の直前の母親の会話から解答を導き出す。解答の根拠となる部分は同じ段落内にあるので比

較的簡単に探し出せる。ただし、英問英答なので、代名詞を適切なものに変化させて答えることがポ

イント。 

長文問題においては、話の流れに沿った形での出題が多くみられる。細かい文法問題等が出題される

わけではないので、物語の概要をきちんととらえられるかが大切である。本文の内容に合わない絵を

選ぶ問題や英問英答・日本語記述問題・英作文・内容一致問題と多岐に渡る設問形式で出題されてい

るのが大きな特徴。日本語記述問題や英問英答は下線部の近くに解答の根拠となる部分があるので解

答の根拠となる部分を見つけ出すことは容易だが、きちんと記述できるかがポイント。普段からいろ

いろなタイプの長文問題を解いて、どんなパターンの問題が出ても対応できるように準備をしておく

ことが必要。 

【解答】 

①リスニング ウ → イ → ア  

②自由英作文（例）You should buy (  ○X   ・  Y   ) because it is bigger than Y.  You can carry a lot of 

things in the bag.  Also, you don’t have to worry about the thing in the bag if it starts to rain. 

③英文補充（例）be careful of Amami rabbits 

④長文総合（例）They didn’t have enough time to talk with each other. 


